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４．起業教育に関する実践報告

岡山県立岡山南高等学校
教諭　熱田みちる

１．はじめに
　本校は、明治35年に「岡山県岡山市立商業学校」という名称の女学校とし
て設立された。のちに家庭学科を併設する共学校「岡山県立岡山南高等学校」
として再編され現在に至る。県下最大規模の専門高校として、岡山県の専門
教育を常にリードしてきたという自負があり、その歴史と伝統は「南高ブラ
ンド」として地域に認識され、現在も活発に地域連携事業を行うことで知ら
れている。他校でも同じような取組は存在するが、地域への波及効果を狙っ
てか、多くの地元企業が本校を選んで協働事業が計画されることが多く、各
事業所にとっては社会貢献を通じたイメージ戦略、生徒にとっても貴重な体
験の場となり、ウインウインの関係を構築している。

２．本校における地域連携事業
　本校には、様々な地域連携事業が存在している。「実行部隊」とも呼べる
のが、３年選択授業「課題研究」の「トップマネジメント」という講座であり、
校内では「トップ」の略称で呼ばれている。毎年30 ～ 35名程度の履修者で
活動を行っており、授業でありながら活動の特性上、「先行メンバー」とし
て２年生から動く生徒を募っている。先行メンバーは、２年生後半で事業の
引継ぎや新事業立ち上げのために活動することで、課題研究でありながら、
授業の枠を超えた特別活動として、また、継続した取組として成立すること
ができている。

高校における実践報告
①「地域を教材に～生徒主体の地域連携事業で育てる力～」



36 37①「地域を教材に」

３．生徒商業研究発表大会
　取り組んだ地域連携事業をまとめ標記大会に出場している。この大会は（公
財）全国商業高等学校協会が主催しており、その目的を「商業を学ぶ生徒が
商業に関する課題を設定し、その解決を図る一連の研究活動のなかで、生徒
の問題解決能力や創造的学習態度を育てるとともに、その成果を発表する機
会を通して、生徒の表現力や
コミュニケーション能力を育
成する」としている。「仮説
→企画→実践→検証→課題」
という手順で研究を進め、報
告書とプレゼンテーションで
競うものだ。８月岡山県大会
と９月中国大会を経て、11月
の全国大会に駒を進めてい
る。６大会において全国上位

入賞を重ね、令和４年度に岡山県初となる全国優勝を成し遂げた。これによ
り、最優秀賞のほかにも、文部科学大臣賞、産業教育振興中央会賞を受賞した。
　2012　全国３位
　2013　全国２位
　2014　全国２位
　2015　全国３位
　2018　全国３位
　2019　全国２位
　2022　全国優勝

４．活動を通じて育つ力
　本校に赴任して13年が経過した。この間に「トップ」のメンバーとして
400名を超える生徒が活動してきた。その一人ひとりに、具体的にどのよう
な力がつき、どのように将来に生かせたかをはかることは容易ではないし、
それぞれ異なるものだ。しかし、高校３年生という多感な時期に、地域社会
と手を組み、地域課題の解決を目指して、何らかの「行動」を起こした経験
は、そうでない者との大きな格差を生むものだ。自身の行動によって、大人
の心を動かし協力という名の行動を起こさせる。その協力なくして実現され
なかった成果を手にすることによって生徒は「何事も一人ではできない」と
いう実感を得る。そのことが、主体性と協調性、そして、マネジメント力を
育むと実感するところである。特徴的な活躍をしているOB・OGを少し紹介
してみたい。

（１）M（26歳／男性／H株式会社代表取締役）
　卒業時点で就職した地元企業を３年で退職し、環境プロジェクトに取り組
むベンチャー企業を立ち上げる。県内の耕作放棄地でスーパーフードを育て
る事業を土地の所有者やA型B型事業所との連携で行い、収穫したスーパー
フードを粉末状にして、地域のパン屋やレストラン等に卸すことで収益化に
成功した。

（２）H（25歳／女性／インフルエンサー／アパレルブランド経営）
　15万人近いフォロワーを有するインフルエンサーとして活躍している。季
節ごとのコーディネートや美容関連情報を発信し、多くのファンを獲得した。
インフルエンサーとして活動しながら、アパレルブランドを立ち上げ、活動
拠点を関西圏に移して活躍している。
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５．大阪商業大学における起業教育　取組紹介

　全国高等学校ビジネスアイディア甲子園は、「世に役立つ人物の養成」を
建学の理念とする本学が全国の高校生を対象に新しい商品やサービスに関す
るアイディアを募集するコンテストです。「起業教育」の原点となる高校生
らしい素朴な問題意識を出発点にした、独創性あふれるビジネス企画を募集
するもので、社会の変化に柔軟に対応し自立した人材の養成を目的としてい
ます。今回で22回目を迎え、全国の高校教育の現場で生徒たちの自立心やチャ
レンジ精神を育てていく手段の一つとして有効活用されています。
　第22回（2023年度）は、最終審査・表彰式が4年ぶりの対面開催となりました。
全国124校から6,501件の応募がありました。書類審査をもとに、７件が最終
審査に進出しました。それぞれ５分間のプレゼンテーションを実施し、新規
性や実現性、表現力などを審査員10人が総合的に評価しました。
　今回は、本学学生９名が運営に携わりました。審査中の時間を利用して、
参加者の交流を目的とした、「交流会」が当該学生の進行により行われました。
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５．おわりに
　教育現場で様々な取組が実践される時代になって久しい。その時々で、そ
ういった教育実践の呼称は変化する。「起業教育」と呼べばそう呼べないこ
ともなさそうだが、本質的に教育における実践活動は「種を蒔く」以上でも
以下でもないと私は考えている。土に触るのを怖がる子どもに、人差し指で
土に穴を開けてやる。その細い穴に、小さな欠片を落とすように種を蒔く。
その後、水や栄養を与え、芽を吹かせ、大きく育てられるかどうかは、その
子次第だ。大きく芽吹いた生徒を誇らしく「起業教育」の賜物と言うには、
少し勇気が必要だが、何かのきっかけ程度になってくれていたのかも、と自
己満足をくれる存在であることは間違いない。




